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このマニュアルについて

このマニュアルはあなたにふさわしいか？

Complete	Dynamicsのドキュメントは、多くのバリエーションが⽤意されています。

プログラム構成によって、異なるマニュアルを⽤意しています。

プログラムのエディション。Browser、Practitioner、Masterのいずれか。
コンピュータの種類Apple	OS-X、Windows、iPhone、iPhone、Android。
様々な国際⾔語。

適切なマニュアルは、あなたの状況にぴったりと適合します。
もし、完璧なマニュアルを読んでいないと思われる場合は、当社のウェブサイトwww.completedynamics.com	、セクションド
キュメント	にアクセスし、そこからマニュアルをダウンロードしてください。

翻訳

Complete	Dynamicsの新バージョンがリリースされるたびに、英語版マニュアルを最新版に更新しています。
変更されたテキストの翻訳には、余分な時間がかかることがあります。

マニュアルの未翻訳部分は、このテキストのように印刷されたオリジナルの英語テキストが表⽰されます。
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ようこそ
Complete	Dynamics	-	Practitioner	Edition	へようこそ。

Complete	Dynamics	ソフトウェアプログラムは、コンピュータを使ったComplete	Repertory	の読解と学習において、究極の体
験を提供します。ホメオパシーの専⾨家の間では、Complete	Repertory	は、その完全性、正確性、原典の網羅性で世界的に
有名です。

Apple	macOS	®,	Microsoft	Windows	®,	Linux	®,	Apple	iOS	®,	Android	®でご利⽤いただけます。

プラクティショナー版では、以下のことができるようになります。
-	Complete	Repertory	全⽂を多⾔語で読み、学ぶことができます。
-	患者のケースファイルを管理する。
-	分析を⾏う。
-	マテリアメディカの本を読む。

このページは、プログラムの使い⽅を説明するためのものです。
まずは、はじめに	のセクションで、可能性の概要を知ることをお勧めします。

Complete	Dynamics	が、プロのプラクティショナー、学⽣、教師、研究者に関わらず、あなたのホメオパシーライフを豊か
にすることを⼼から願っています。

Complete	Dynamicsの開発チームです。
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はじめに

直感的なデザイン

Complete	Dynamics	は、ホメオパシーの専⾨的なバックグラウンドを持つ⼈が、直感的に使えるように設計されています。
プログラムの⼀部の機能は、ちょっとしたコツを覚えれば、より効果的に使うことができます。

ポップアップメニュー

多くの場⾯で、ポップアップメニューは機能への素早いアクセスを可能にします。画⾯をタッチして1秒間押し続けるだけ
です。すると、クリックした項⽬に空きがあれば、メニューが表⽰されます。
例

複数選択可

選択した1つの項⽬だけでなく、複数の項⽬に対して同時にある作業を⾏いたい場合が多々あります。
このような場合、まず複数の項⽬を選択し、選択されたすべての項⽬に対してタスクを実⾏することができます。

複数の項⽬を選択する⽅法

以下の例は、Analysis	モジュールのルーブリックを複数選択したものです。
他の場所でも、原理は同じです。
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1本の線を選択するには、マウスでクリックするだけです。

また、テキストの左側をクリックすることで、1⾏の選択範囲を変更することができます。(Book	とFind	モジュールで、
ルーブリックラベルの左側をクリックすると、次のようになります。)

複数の選択項⽬に対して動作するアクション

ブックモジュール

Book	モジュールでは、複数のルーブリックを選択することができます。複数のルーブリックに対応する機能もあれば、1つ
のルーブリックのみに対応する機能もあります。

複数のルーブリックで動作する機能です。:

分析にルーブリックを追加する。	(ポップアップメニューオプションルブリックを分析に追加).
分析中の所定の症状にルーブリックを追加する。	(ポップアップメニューオプションルブリックグループに追加	/	新し
い症状).
ルーブリックラベルをクリップボードにコピーする。	(ポップアップメニューオプションコピー・ルブリク	/	コピー
（レメディを除く）).
ルーブリックラベルを、そのレメディーとともにクリップボードにコピーする。	(ポップアップメニューオプショ
ンコピー・ルブリク	/	コピー	（ルブリックとレメディ）).

その他の機能は、1つのルーブリックで動作します。複数のルーブリックを選択した場合、最後にクリックしたルーブリッ
クが使⽤されます。

モジュールの検索

Find	モジュールでは、複数のルーブリックに関する機能はBook	モジュールと同じです。

ケースモジュール

Case	モジュールにおいて、複数選択で動作する関数は以下の通りです。:

複数の解析結果を削除する。	(ポップアップメニューオプション分析を削除する).
複数の解析結果を別のケースに移動することができます。	(ポップアップメニューオプション分析を症例に移す).
複数の処⽅箋を削除する。	(ポップアップメニューオプション処⽅の削除).

解析モジュール

Analysis	モジュールで、複数選択で動作する関数は以下の通りです。:

複数のルビや症状を削除する。	(ポップアップメニューオプション削除).
重み係数を割り当てる。	(ポップアップメニューオプション重み	/	重みx２).	などなど。
症状の分類クラスを割り当てる。	(ポップアップメニューオプション症状分類	/	プソラ).	などなど。
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グループ化機能のすべて
ルビコンラベルをコピーする機能、救済措置の有無。
選択したルーブリックをコピーして、別の分析に貼り付けることができます。	(ポップアップメニューオプションそ
の他	/	コピー,	ポップアップメニューオプションその他	/	ペースト).
選択したルーブリックを別の症状へ上下に移動させる。	(ポップアップメニューオプションその他	/	上へ,	ポップアッ
プメニューオプションその他	/	下へ).
複数のルーブリックを選択すると、分析結果エリアにそのルーブリックの救済措置が強調表⽰されます。
分析結果領域で複数の改善策を選択すると、その改善策が含まれるルーブリックが強調表⽰されます。

MMモジュール

レパートリー	MM	モジュールのセクションで、複数のルーブリックに関する機能は、	Book	モジュールと同じです。

インデックスタブ

Complete	Dynamicsの主要なモジュールには、インデックスタブと呼ばれる⽅法でアクセスできます。
Practitioner	edition	これらは、Index,Book,	Find,	Case,Analysis	andMateria	Medica.

Index	モジュールでは、テキストとグラフィックの両⽅を⽤いて、本の章にすばやくアクセスすることができます。詳しく
はヘルプのインデックスモジュール	をご覧ください。
Book	モジュールはレパートリーを表⽰します。印刷された本のように読むだけでなく、より凝縮された形で⾒ることがで
きます。詳細はヘルプセクションブックモジュール	をご覧ください。
Find	モジュールは、書籍内のルーブリックやレメディを検索するための強⼒な機能を備えています。詳しくはヘルプのFind
module	をご覧ください。
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Case	モジュールにより、患者のケースファイルを作成し、整理することができます。詳しくはヘルプセクションケースモ
ジュール	をご覧ください。
Analysis	モジュールは、お客様のケースの分析に使⽤されます。詳しくはヘルプの解析モジュール	をご覧ください。
Materia	Medica	モジュール	はレメディーに関する情報を提供します。詳細は、ヘルプセクションMateria	Medica	モジュール
を参照してください。

iPhoneでは、最⼤で5つのタブを表⽰することができます。
解析	のタブは、ケースファイルを開くとすぐに表⽰されます。
その後、Index	タブを⼀時的に⾮表⽰にします。
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iOS版
iOSの利⽤について

Apple	iPhone	®には、PCで使⽤するようなマウスやキーボードはありません。また、iPhoneにはPCのアプリケーションのよ
うなメニューバーがありません。
その代わりに、キーボードキーやメニューバーで利⽤可能な機能を提供するために、ポップアップメニューが使⽤されてい
ます。

iPhoneのタッチスクリーンには、ジェスチャーと呼ばれるPCにはないいくつかの可能性があります。
Complete	Dynamics	で使われている、これらのジェスチャーの例は、次のとおりです。

スワイプする画⾯上に指を置き、左右上下にスワイプすること。本のページをめくるときによく使われる。
また、画⾯に収まりきらない⼤きさのコンテンツをスクロールさせる場合にも使⽤します。
ピンチ2本の指を画⾯上に置き、互いに近づけたり遠ざけたりする。Bookモジュールで、⽂字を⼩さくしたり⼤きく
したりするのに使います。

iPhoneとPCの間でケースを共有する場合、PC同⼠とは少し勝⼿が違います。iPhoneとの間でファイルをコピーするには、
PCのiTunesアプリケーションを使⽤する必要があるからです。これについては、ケースモジュール、ケース共有	の下に特
別なセクションがあります。

デバイスの向き

iPhoneは、横向きと縦向きと呼ばれる2種類の姿勢で持つことができます。Complete	Dynamicsアプリケーションは、iPhone
の持ち⽅に応じて、情報の表⽰⽅法を⾃動的に調整します。

このマニュアルの写真はすべて、iPhoneを縦向きにして撮影しています。これは、⼀般的な携帯電話の持ち⽅がそうである
ため、単純にそうしました。
ポジションを変えたときにどう⾒えるか、何が⼀番便利かを⾃分で判断することが⼤切です。

スピードとメモリー

iPhoneは、本物のPCのように、ほぼ無限のスピードとメモリーを持つ⼤型コンピュータではありません。
Complete	Dynamicsは⾮常に複雑で⼤規模なプログラムであるため、iPhone版にはいくつかの制約があります。これらの制限
を理解すれば、問題ないはずです。

Complete	Repertoryは、ほぼ250,000	rubricsを含み、2,500,000	remedyの項⽬を保持しています!	
Find	モジュール	で特定の情報を検索するには、これらすべての情報を⽐較する必要がある。これを効率よく⾏うために、
プログラムはできるだけ多くの情報をメモリ上に保持しようとする。情報がメモリ上にない場合は、データベースから読み
出す必要がある。

初めて検索を⾏う場合、検索に⽐較的時間がかかることに気づくかもしれません。しかし、ルビとレメディーはすでにメモ
リ内にあるため、次の検索はかなり速く、数秒しかかからないこともあります（クエリーの複雑さにもよりますが）。

1プログラム以上

iPhoneでは通常、1つ以上のプログラムを使⽤します。これらのプログラムはすべて、iPhoneの限られたメモリーを使⽤して
実⾏する必要があります。
すべてのプログラムに対して⼗分なメモリがない場合、iPhoneはプログラムに対してメモリの解放を要求します。この場
合、Complete	Dynamicsは可能な限りメモリを解放します。その結果、次のFindにまた時間がかかってしまうかもしれませ
ん。

あるプログラムで作業している間、他のプログラムは何もしない。この間、メモリに余裕がなくなると、iPhoneは警告を出
さずに他のプログラムを終了させるだけです。これはPCで⾏うようなことではなく、iPhoneのソフトウェアがこのように設
計されているのです。
プログラムを終了するとき、iPhoneはより⼤きなプログラムを終了することを好みます。単なる⼩型ゲーム機⽤プログラム
ではないので、ほとんどの場合、Complete	Dynamicsになるでしょう。
これは、他のプログラムで作業しているときに、Complete	Dynamicsが静かに終了し、次に選択したときに最初からやり直
さなければならないことを意味しています。

予期せず強制終了されるのを防ぐため、Complete	Dynamics	は他のアプリケーションに切り替えたときにできるだけ多くの
メモリを解放します。
元に戻すと、それまで解放していた情報を再び読み出します。
これは，Find	モジュールとReverse	Materia	Medica	で最も顕著に⾒られる。これらのモジュールは、すべてのテキストとレ
メディがすでにメモリ内にある場合、より⾼速に動作します。
メモリの状態は、ツールバーに表⽰されます。

ルーブリック名やレメディーはすべてメモリーしています。これで検索が速くなる。携帯電話では、表⽰
領域を確保するため、このスマイリーは表⽰されません。
⼀部の重要な情報はまだ読み取られていません。サーチはしばらくお待ちください。

Complete	Dynamics 8



ルーブリック名は記憶されているが、レメディーは記憶されていない。テキストの検索が⾼速になりま
す。救済措置の検索に時間がかかることがあります。
ルーブリックの名前はまだ読まれていません。検索に時間がかかることがある。

iPhoneが強制的にメモリを解放。検索に時間がかかることがある。
情報の読み取りが停⽌している場合は、ボタンをクリックして読み取りを再開してください。

環境設定により、メモリ解放の有効・無効を設定することができます。

データの保存

プログラムはiPhoneによっていつでも静かに終了させることができるため、適切なタイミングで症例データを保存しようと
します。
ケースデータは、次の場合に⾃動的に保存されます。

数秒間、何もしない。
他のアプリケーションに切り替えたとき。
未解決事件を解決する。

最適なパフォーマンスを実現するためのヒント

Complete	Dynamicsは、次のような場合に最適なパフォーマンスを発揮します。

必要なとき以外は、他のプログラムに切り替えないでください。
本当に使っていないアプリケーションはすべて閉じてください。
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インデックスモジュール

Index	モジュールを開く

Index	タブをクリックし、Index	モジュールに移動します。

Indexモジュールの使⽤

インデックスモジュールにより、レパートリーの内容に素早くアクセスすることができます。

項⽬をクリックするだけで、アクションを実⾏できます。

複数のレパートリーを使⽤する

レパートリーのライセンスをお持ちの場合、レパートリーのチャプターへのインデックスにもレパートリー名が表⽰されま
す。

Complete	Repertory	(...)

レパートリー名をクリックすると、次のレパートリーが選択され、そのチャプターが表⽰されます。
また、ポップアップメニューを表⽰し、レパートリーを選択することもできます。
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ブックモジュール

Book	モジュールを開く

Book	タブをクリックして、Book	モジュールに移動します。
次の例では、ルビ（⼼；不安；⽕照り）のところで本を開き、.

対処⽅法と参考⽂献

ルビがその⽂章を⽰し、その後にRemediesとReferencesが続く。
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レメディーは4つのグラデーションで表⽰することがで
きます。
グラデーションは、異なるスタイルと⾊で⾒せることで
区別しています。

この例では、これらが該当します。
-	4:	CHAM,	LYC,	NUX-V.	
-	3:	ABIES-N,	ACON,	AM-C,	ANAC,	ANDROC,	AUR	...	
-	2:	Alco,	Bung-f,	Dulc,	Ip,	Nit-ac,	Sarr,	Sil,	Staph.	
-	1:	acon-f,	agath-a,	agki-p,	aloe,	am-m	...

救済措置のリストに続いて、他のルビを参照することが
できます。この例では、10個のリファレンスがありま
す。
参照先をクリックすると、参照したルーブリックにジャ
ンプします。

フル・コンパクト・ビュー
レメディーやリファレンスを隠す

コンパクト表⽰では、ルーブリックのみがレメディーの数とともに表⽰され、レメディーを隠すことで画⾯の空きスペース
を最適に利⽤することができます。

すべてのレメディーとリファレンスを表⽰/⾮表⽰にするには、ページの任意の余⽩をダブルクリックします。また、ルー
ブリックのラベルをダブルクリックすることもできます。
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サブルーブルの⾮表⽰

また、サブルビをすべて⾮表⽰にし、レパートリーのトップレベルのルビのみを表⽰することも可能です。	(ポップアップ
メニューオプション主なルーブリックのみ).	
このオプションは、レパートリーの構造を学びたい⼈に⾮常に有効です。
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すべてのルビを表⽰するように簡単に戻せます。	(ポップアップメニューオプション主なルーブリックのみ).	
また、ルビをクリックすると、通常のレパートリー表⽰に戻ることができます。

救済措置の並べ替え順

救済措置の印刷順序は、デフォルトではアルファベット順です。
レメディーを関連性の⾼い順に表⽰することができます。	(ポップアップメニューオプションレメディ	/	重要性の順).

アルファベット順の並べ替え 重要度順に並べ替え
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表⽰する情報を限定する

フル/コンパクト表⽰の切り替えに加え、表⽰するレメディの数を制限することが可能です。
これにより、表⽰されるレメディは、指定されたグラデーション1、2、3、4以上のものだけに限定されます。	(ポップアッ
プメニューオプションレメディ	/	全てのグレード,	ポップアップメニューオプションレメディ	/	グレード2＋,	ポップアップメ
ニューオプションレメディ	/	グレード３＋,	ポップアップメニューオプションレメディ	/	グレード４).	
例、再びルーブリックでMind;	Abusive:

Complete	Dynamics 15



グレード4のレメディーのみ。
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グレード3、4。
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グレード2、3、4

すべてのレメディーを表⽰します。
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⽂字サイズ

⽂字を⼩さくしたり、⼤きくしたりすることができます。	(ポップアップメニューオプションテキストを縮⼩,	ポップアッ
プメニューオプション標準サイズ,	ポップアップメニューオプションテキストの拡⼤).

iPhoneでは、ピンチ操作で⽂字を⼩さくしたり⼤きくしたりすることができます。画⾯上に2本の指を置き、互いに遠ざけ
たり近づけたりすると、⽂字サイズを変更できます。

ルーブリックをクリップボードにコピーする

ルーブリックをクリップボードにコピーして、ワープロなどの他のアプリケーションに貼り付けると便利な場合がありま
す。	(ポップアップメニューオプションコピー・ルブリク	/	コピー（レメディを除く）,	ポップアップメニューオプションコ
ピー・ルブリク	/	コピー	（ルブリックとレメディ）).

⾔語選択

プログラムのエディションとライセンスによっては、Complete	Repertoryのいくつかの⾔語オプションが利⽤できる場合が
あります。
使⽤可能な⾔語オプションは、メニューまたはボタンバーから選択することができます。	(ポップアップメニューオプショ
ン⾔語	/	英語).	(フラッグボタン、 )

Practitioner	版	では、第⼆⾔語を選択して（オプションはライセンスに依存）、ルーブリックのテキストを別の⾔語で表⽰
することができます。
例えばフランス語。	(ポップアップメニューオプション⾔語	/	⼤体⾔語：フランス語).
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お気に⼊りのルーブリック

あるルーブリックは重要だが、他のルーブリックはそれほど重要でないと考えるかもしれない。これは特に、Find	モ
ジュール	を使ってルーブリックを探す場合に当てはまります。
⾃分にとって重要なルーブリックを特に強調するために、お気に⼊りマークを付けることができます。

ルーブリックをお気に⼊りとしてマークするには、ルーブリックをクリックし、マークを付けます。

お気に⼊りとしてマークされたルビは、下線が引かれます。

任意のルーブリックをお気に⼊りとしてマークすると、Find	モジュール	に追加フィールドが表⽰され、お気に⼊りルーブ
リックのみに検索を限定することができます。

ブックモジュール標準レパートリーフィルター

通常、Book	モジュール	には、Complete	Repertory	の全内容が表⽰されます。

標準的なフィルターがいくつか⽤意されています。メニューバー、またはページの端にあるポップアップメニューから選択
することができます。	(ポップアップメニューオプションブックで選択	/	ブックの選択完了).

コンプリート フィルタリングなしで、すべてのレパートリーを表⽰します。
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クラシック 古典的な作家のルビとレメディーだけを表⽰する。そのため、主なクラシッ
ク⾳楽のレパートリーに登場するルビや、1930年以前の書籍からのレメディ
に限定しています。

信頼できる著者 George	Vithoulkasによると、最も信頼性が⾼いと思われる著者のみを表⽰す
る。

ケント・ルーブリック レパートリーはケント社のレパートリーから派⽣したルーブリックに限定さ
れます。

アレンズ・セラピー・ポケッ
ト・ブックに掲載されている
ルーブリック

レパートリーはAllen's	Therapeutic	Pocket	Bookに由来するルーブリックに限定
されます。

フィルターが選択されている場合、その名前がレパートリーブックレイアウトのヘッダーに表⽰されます。こうすること
で、どのレパートリー・オプションを使⽤しているかが⼀⽬瞭然になります。

注意：レパートリーフィルターは、Complete	Repertory	のコンテンツにのみ適⽤されます。
あなたのライセンスが追加のレパートリーの使⽤をサポートしている場合、またはあなた⾃⾝が追加のレパート
リー素材を作成した場合、フィルターはその素材には適⽤されません。
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モジュールの検索

Find	モジュールを開く

Find	タブをクリックし、Find	モジュールに移動します。

フィールドの検索

⼩さな画⾯では、スペースを確保するために、最初は検索フィールドが表⽰されません。検索フィールドの後ろにあるボタ
ン を押すことで、フィールドを表⽰することができます。Hide	ボタンを押すことで、画⾯からフィールドを削除するこ
とができます。
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テキス
ト

検索するテキストフラグメントを⼊⼒します。
クシーズ xyz	で始まる任意の単語。
=xxyz Word	はxyz	のように正確に⼊⼒する必要があります。
*クシーズ Word	は、そのテキストのどこかにxyz	を含んでいます。
「エービーシーエックスワイジーテキストの組み合わせabc	の後にxyz	が続く。
abc	+	def abc	ANDdef	の両⽅のテキストが出現しなければならない。
abc+def 同上、スペースは省略可能です。
abcデフ 上記と同じ、ANDがデフォルトです。

(def	の前には⾃動的に	+	が挿⼊されます。)
-エービーシー テキストabc	は、本⽂中に存在してはならない。

これは、上記のように「=」「*」「""」と組み合わせることができ
ます。
例
-=モーニング
-**
-「ベッド上

abc	/	def abc	ORdef	のいずれかが必要です（スペースは任意）。

これらの組み合わせは可能です。例
四・⼋時 (4	OR8),	ANDpm.

午後4時/8時 上記と同じで、順番は重要ではありません。
「朝起き シーケンスrising	from	bed,	ANDmorning.
恐怖	/	不安	群衆	/	⼈ (恐怖	OR不安)	AND	(群衆	OR⼈々).	

(群衆の前に⾃動的に+が挿⼊されます)

レメ
ディー

検索するレメディの略語を⼊⼒します。フィールドの右側にある ボタンを押すと、検索ウィンドウ
が表⽰され、レメディをインタラクティブに選択することができるので、略語を暗記していない場合
に便利です。
セプ Remedysep
sep. 上記と同様、ドット表記も可能ですが、ここでは不要です（Find	フィールドで

は必要です）。
-セプ Remedysepはルーブリックに存在してはならない。
sep	/	nat-m いずれかの救済措置sep	ORnat-m
セパレートナットエ
ム

上記と同じ、ORがデフォルトです。
(nat-m	の前に	/	が⾃動的に挿⼊されます)

sep/staph+nat-m/mag-
m

(sep	ORstaph)	AND	(nat-m	ORmag-m)

sep.	staph.+	nat-m.
mag-m.

同上(staph	の前とmag-m	の前に	/	が⾃動的に挿⼊されます)

Min.グ
レード

レメディの最⼩グラデーションを⼊⼒します（1～4）。

最⼩
ルーブ
リック
サイズ

ルーブリックの救済措置の最⼩数を⼊⼒する。
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最⼤
ルーブ
リック
サイズ

ルーブリックの救済措置の最⼤数を⼊⼒します。

完全な
症状

完全な症状に限定して検索します。
完全な症状とは、場所、感覚、モダリティまたは随伴物から構成される症状のことである。
このオプションは、Complete	Repertoryで検索するときにのみ使⽤します。他のレパートリーには、⼀
般的にこのような情報は含まれていません。

ルーブ
リック
の種類

フィールドの右側にある	 	ボタンを押すと、タイム、サイド、ロケーションなどのルーブリックタイ
プをインタラクティブに選択できるウィンドウがポップアップ表⽰されます。
お使いのライセンスが追加レパートリーの使⽤をサポートしている場合、追加レパートリーには、
Times,	Sides,	Location	などのルビが付けられていないことが多いのでご注意ください。ここで選択した
ものは、Complete	Repertory	のように、このために適切に準備されたレパートリーにのみ適⽤すること
ができます。

章⽴て フィールドの右端付近にある ボタンを押すと、チャプターをインタラクティブに選択できるウィン
ドウがポップアップ表⽰されます。

検索条件を⼊⼒すると⾃動的に検索が開始されるので、ボタンを押す必要はありません。

なお、テキストの場合、複数のフラグメントのデフォルトはANDですが、レメディの場合はORになります。
これは、複数のテキストを⼊⼒する場合は検索結果を限定することが多いのに対し、複数のレメディーを⼊⼒する場合は鑑
別診断を⾏うことが多いからである。

検索結果

iPhoneでは、フィールドへの⼊⼒が終わると同時に検索が開始されます。オンスクリーンキーボードで⼊⼒する場合は、ま
ずそれを⾮表⽰にする必要があります。外付けキーボードを使⽤している場合は、Enterキーを押してください。

詳細度は、検索された内容によって異なります。レメディが検索された場合、選択されたレメディが検索結果に含まれま
す。テキストのみを検索した場合は、レメディーは表⽰されません。
要するに、検索結果は、要求されたものに焦点を当て、要求されない細部には焦点を当てないということです。

検索結果エリアは、Book	モジュールと多くの類似点があります。
ナビゲーションは、同じキーボード、マウス、ボタンバー、またはメニュー機能で⾏います。
また、ウィンドウの⼤きさに合わせて⾃動的にレイアウトが調整されます。

Find	モジュールでは、レメディの表⽰はやや⼩さめのルビに限定されています。レメディが多いルビは、レメ
ディの数だけ表⽰されます。

Book	モジュールのナビゲーションオプションに加え、検索結果では、ルーブリックをマウスでダブ	ルクリックするだけ
で、ブック内のルーブリックに直接ジャンプするオプションが⽤意されています。

Complete	Dynamics 24



ケースモジュール

Caseモジュールを開く

Case	タブをクリックし、Case	モジュールを表⽰します。

Caseモジュールでは、患者さんの症例ファイルの作成と整理、作成した処⽅箋の登録、分析の作成と整理が可能です。

Caseモジュールで作業することは、実際の事件簿を扱うのと同じです。
ケースは、実際の⽣活でケースファイルをファイルキャビネットや引き出しごとに整理するように、グループごとに整理さ
れています。まず、作業したいグループ（複数可）を選択します。
選択されたグループの症例は、患者情報の要約のみがリストで表⽰されます。名前と⽣年。リストの下にあるFilter	フィー
ルドに患者名の1つまたは複数のパーツを⼊⼒することで、症例をフィルタリングすることができます。
リストで案件を選択すると、画⾯右側に案件ファイルが表⽰されます。
次に、ケースファイルを開くことになりますが、まず、このケース管理の部分について少し詳しく説明します。

グループを選択し、独⾃のグループを作成する

グループセレクターは、⼀種のドロワーキャビネットと⾒ることができます。
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この写真では、Patients	の引き出しを開けたところです。

標準グループは
患者
様

症例説明でPatient	と表⽰され（詳細は後述）、あなたが著者となってい
るすべての症例ファイルです。

同僚 ケースの説明でPatient	と記され、他の誰かが著者となっているすべての
ケースファイル。

研究
内容

Studyと表⽰されているすべてのケースファイル.	これらは、あなたの患者
さんとは直接関係なく、あなたの個⼈的な勉強のためだけの症例です。

セミ
ナー

セミナー	と表⽰されたすべてのケースファイル。セミナーや研修で発⽣
するケースは、このグループに作成します。

その
他

他のどのグループにも属さないすべてのケース。

アー
カイ
ブス

アーカイブしているすべてのケース。
アーカイブされたケースは、他のどのグループにも表⽰されなくなりま
す。

1つまたは複数の引き出しを同時に開けることができます。引き出しをクリックするだけで、開いたり閉じたりすることが
できます。引き出しの⼀つをダブルクリックすると、その引き出しが開き、同時に他の引き出しが閉じます。
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2つの引き出しを開けたところ。

事例のあるリストには、「Study」または「Seminars」と表⽰されているすべての
事例が表⽰されます。

もちろん、これらのグループが個⼈の希望と⼀致するわけではありません。独⾃のグループで新しいドロワーを作るのも簡
単です。案件情報を編集する際に、案件をどのグループに所属させるかを指定することができます。標準の3つのグループ
「Patient」「Study」「Seminar」を使⽤できますが、独⾃のグループ名を⼊⼒することもできます。新しいドロワーは⾃動
的にリストに追加されます。
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ドロワーFamily,Teaching	andWorkgroup	は⾃動的にリストに追加されますが、これ
は⼀部のケースでこれらのグループ名がケース情報内で使⽤されていたためで
す。

適切なケースファイルの選択

選択されたグループまたはグループに⼀致するすべての症例がリストに表⽰されます。Filter	フィールドに何らかのテキス
トを記⼊すると、リストがフィルタテキストに⼀致するケースに制限されます。
フィルタの使⽤例です。

このフィルターには、適切なケースを選択するための⾮常に強⼒なオプションがあります。これは、Find	フィールドがテ
キストやレメディに使⽤するのと同じフィルタリング基準を使⽤します。
Case	モジュール	では、text	はリストに表⽰されている名前、remedies	は患者に処⽅された（または処⽅されていない）レ
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メディです。
詳しくは、'検索'フィールド	をご参照ください。

例Johnまたは	Joseph	という名前の患者を探すには、nux-v	は処⽅されているが、sulph	は処⽅されていない、とタイプする
だけです。
ジョン	/	ジョセフ	NUX-V.	-sulph.
(レメディー名の後ろのドットにご注⽬！）。

ケースファイルの作成

New	ボタンをクリックすると、新しいケースファイルを作成することができます。
ダイアログが表⽰され、患者情報や症例背景を⼊⼒することができます。

ケースデータの編集

Patient	セクションでは、患者について保存したいすべての個⼈情報を記⼊できます。写真	ボタンを押して、写真を撮る。
写真は⾃動的にリサイズされます。クリア	ボタンで、既存の写真を削除します。
患者の誕⽣年、誕⽣⽉、誕⽣⽇が不明な場合は、単に0と記⼊してください。
正確な⽣年⽉⽇が不明で、患者から現在の年齢しか提供されない場合は、「⽣年」の欄に年齢を⼊⼒することができます。

症例	セクションでは、患者⾃⾝とは関係のない、症例の背景情報を⼊⼒することができます。
Case	groups	グループでは、標準のグループから1つを選択するか、スペースまたはセミコロンで区切られた独⾃のグループ
名を記⼊することができます。
ケース背景	グループは、このケースがセミナーや雑誌などから発信されており、ケースの出所を覚えておきたい場合に便
利です。
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ケースを開く

既存のケースファイルをリストで選択し、Open	ボタンをクリックすると、そのファイルを開くことができます。
また、リスト内のエントリーをダブルクリックすることもできます。
新しいケースを作成すると、そのケースは⾃動的に開かれます。

ケースファイルを開くと、実際のケースファイル内にあるような内容も表⽰されます。
-	患者情報を記載した紙
-	処⽅箋のある⽤紙です。
-	ケースファイルに含まれるすべての分析結果の概要を記載したフォーム。

例
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開いている案件を閉じるには、左上の⼩さな⽮印 をクリックします。	(ポップアップメニューオプション症例を閉じる).

処⽅箋の管理

新しい処⽅箋を追加するには、処⽅箋の上部にある空の⾏をダブルクリックします。	(ポップアップメニューオプション処
⽅の追加).	
新しいダイアログが表⽰され、処⽅箋に関する情報を⼊⼒することができます。
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⽉または⽇が不明な場合は、単に0を記⼊する。
処⽅箋を削除するには、リストで選択し、次に処⽅箋を削除します。	(ポップアップメニューオプション処⽅の削除).	
リスト内のエントリーをダブルクリックすると、処⽅箋を編集することができます。	(ポップアップメニューオプション処
⽅の修正).

分析の管理

メニューのオプションで新しい分析を追加するか、分析インデックスの上部にある空の⾏をダブルクリックすることができ
ます。	(ポップアップメニューオプション分析を付け加えて).	
新しいダイアログが表⽰され、解析に関する情報を⼊⼒することができます。
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⽉または⽇が不明な場合は、単に0を記⼊する。

⼀覧で選択し、「Delete	analysis」で削除します。	(ポップアップメニューオプション分析を削除する).	
リスト内のエントリーをダブルクリックすると、分析結果を編集することができます。	(ポップアップメニューオプショ
ン分析を編集...).	
解析をコピーして、新しい解析の基礎にする場合は、解析の複製を使⽤します。	(ポップアップメニューオプション分析を
複製する).	
解析を別のケースに移動するには、メニューの「解析をケースに移動する」を使⽤します。	(ポップアップメニューオプ
ション分析を症例に移す).

リスト内の解析の⼀つをクリックすると、この解析がAnalysis	モジュール	で使⽤される解析になります（セクショ
ンAnalysis	を参照）。

印刷

⾃分のケース、またはその⼀部を印刷することができます。	(ポップアップメニューオプションプリントする).	
ケースの印刷は、ケースを開いた後にのみ可能です。

印刷したいものを選択するダイアログが表⽰されます。
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ケースカバー このオプションをオンにすると、印刷の最初のページに患者情報と処⽅箋の概要が表⽰されま
す。

現状分析 現在選択されている分析結果のみを、Analysisモジュールで使⽤されている設定で印刷したい場
合は、このオプションを選択します。	。

分析なし 分析結果を印刷しない（ケースカバーのみ）場合は、このオプションを選択します。
分析内容 このオプションをチェックすると、各分析に⼊⼒した情報（診断、メモ）が印刷されます。
ルーブリックとレメディーこのオプションをチェックすると、すべての分析プリントに、分析に使⽤されたルーブリック

のすべての救済措置の概要が含まれるようになります。
著作権の関係上、ルビは最⼤20枚までしか印刷されませんので、ご了承ください。20枚以上の
ルビを印刷した場合、救済措置の多いルビは救済措置が記載されない。

カラー カラーで印刷する。チェックを⼊れないと、モノクロプリンターに最適化された印刷が⾏われ
ます。

HTMLファイルへの書き込
み

HTMLファイルに書き込む場合は、このオプションを選択します。出⼒の⼀部を他の⽂書にコ
ピーする場合などに便利な形式です。

複数のケースの概要を印刷

ケースを開いていない場合は、複数のケースの概要を印刷できます。	(ポップアップメニューオプションプリントする).	
例えば、あなたの患者を監視する同僚のためにリストを作成したい場合、これは実⽤的です。そして、過去6ヶ⽉間に診た
患者の名前と⽣年⽉⽇だけで、治療薬の処⽅リストを作成することができます。
印刷ダイアログのオプションについては、これ以上説明する必要はありません。

パスワードによる保護

外出先から患者さんの情報を保護することができます。
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このため、パスワードを設定することができます。

パスワードが設定されている場合、ケースモジュール	に新しいボタン が表⽰されます。
そのボタンを押すと、すぐにケースモジュールがロックされ、開くにはパスワードの⼊⼒が必要です。

また、しばらく使わないでいると、⾃動的に案件情報をロックすることも可能です。
⾃動ロックするまでの時間は、Preferences	の設定で、⾃分で設定することができます。
0分に設定すると、⾃動ロックは⾏われません。

パスワードの設定には⼗分な注意が必要です。あなた以外に、あなたのパスワードを知っている⼈はいません。パスワード
を忘れたら、家の鍵を失くしたのと同じことで、もうアクセスできない。

アーカイブと削除

アーカイブ事例

症例⼀覧に表⽰されなくなった症例は、アーカイブすることができます。
ケースをアーカイブすると、グループArchived	に表⽰されます。

アーカイブされている間でも、ケースを開くことはできます。ケースに何らかの変更を加えると、そのケースは⾃動的
にArchived	グループから削除され、他のアクティブなケースと⼀緒に戻されます。

複数の古いケースをアーカイブすることができます。	(ポップアップメニューオプション古いケースをアーカイブする).	
開いたダイアログで、⽉数を指定することができます。指定された⽉数の間、変更されていないすべてのケースをリストで
表⽰します。次に、リストで選択されているすべてのケースをアーカイブすることができます。

ケースファイルの削除

ケースファイルを保管する必要がなくなった場合は、削除することができます。
ケースは、アーカイブされた後にのみ削除することができます。

また、アーカイブされた古いケースを⾃動的に削除させることも可能です。Preferences	の設定にそのためのオプションがあ
ります。デフォルトでは、アーカイブされたケースは⾃動的に削除されません。

⾃動バックアップ

意図せずケースファイルを削除してしまった場合、バックアップから復元することができます。

バックアップは⾃動的に⾏われます。

この1ヶ⽉間、毎⽇です。
毎⽉、この1年間。
1年経過すると、バックアップは永久に削除されます。
なお、バックアップはお客様のコンピュータのローカルに保存されます。

クラウドサーバー

はじめに

診療に複数のパソコンを使⽤している場合、それらのパソコン間で症例情報を同期させておくとよいでしょう。
これにより、どこにいても常に最新の案件情報を⼊⼿することができます。外出先でも、スマホやタブレットで。

当社のクラウドサーバーは、ケースを⾃動的に同期させるための柔軟で簡単な仕組みを提供します。

他の多くのクラウドソリューションとは異なり、Complete	Dynamicsは、	インターネット接続の有無にかかわらず使⽤する
ことができます。
インターネットに接続されていない場合、すべてのケースはあなたのデバイスにローカルに保存されます。あなたが⾏った
すべての変更は、ローカルに保存されます。
インターネットに接続できる環境であれば、クラウドサーバー経由で⾃動的にケースを同期させることができます。

インターネットに接続していない状態で、別の端末でケースに変更を加えても、何も変わりません。クラウドサーバーへの
接続が可能になると、異なるデバイスで⾏ったすべての変更を統合することができます。同じ案件を担当していたとしても

クラウドサーバーは何をするところですか？

クラウドサーバーの⽬的は、このサービスを利⽤するすべてのデバイスで、お客様のケースを同⼀に保つことです。

1つのデバイスで追加したものは、他のデバイスでも追加されます。
1つのデバイスで変更したことは、他のデバイスでも変更されます。
1台のデバイスで削除したものは、他のデバイスでも削除されます。
ケースをアーカイブすることは、他のデバイスでもアーカイブされることを意味します。

クラウドサーバーを利⽤するメリット
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どのようなデバイスを使⽤していても、⾃動同期後にあなたのケースが最新の状態になります。
ライセンスに含まれるすべてのデバイスで動作します。
インターネットに接続していない状態でも作業が可能です。
インターネットが利⽤できるようになれば、⾃動的に同期が⾏われます。
パソコンが壊れたときのために、常にケースのコピーを⽤意しています。

クラウドサーバーは、どのようなデバイスで利⽤すればよいのでしょうか？

これはあなた⾃⾝の選択です。

パソコン1台で利⽤する場合、クラウドサーバーを利⽤することでケースのコピーを確保することができます。万が⼀、パ
ソコンが壊れても、新しいパソコンに⾃動的にケースを転送することができます。

2台以上のデバイスを使⽤する場合、クラウドサーバーは1台のデバイスで⾏った変更を他のデバイスに適⽤することができ
ます。

クラウドサーバーを利⽤するかどうかは、利⽤するデバイスごとに決めることができます。例えば、⾃宅やオフィスのパソ
コンにはクラウドサーバーを使うが、スマホには使わないということも可能です。

セキュリティとプライバシー

私たちは、セキュリティとプライバシーが⾮常に重要であることを認識しています。

セキュリティ

あなたの⼤切なデータを守ります。

クラウドサーバーへのアクセスは、お客様名義の有効なライセンスがあるデバイスからのみ可能です。
他のデバイスがあなたのケースにアクセスすることはありません。
あなただけが知っている特別なパスワードが必要です。
サーバーとの接続は暗号化されています。

プライバシー

お客様は、当社のクラウドサーバを利⽤する義務を負いません。患者さんの情報を遠隔地のコンピュータのどこかに保存し
ておきたくないという気持ちは、よくわかります。
クラウドサーバーを利⽤するかどうかは、お客様の判断にお任せします。

私たちは、あなたとあなたの患者さんのプライバシーを⼗分に尊重します。
お客様のデータを使⽤したり、加⼯したりすることは⼀切ありません。クラウドサーバーが⾏うのは、あなたのデバイスと
の間のコピーだけです。

クラウドサーバーのセットアップ

クラウドサーバーでデバイスを使い始めるには、まず、アクティベーションを⾏う必要があります。
アクティベーションは、Preferences,	sectionCase	で⾏います。ここで、Use	Cloud	Server	というオプションを選択することが
できます。

初めてクラウドサーバーを起動する場合は、⾃動的にケースデータを保護するための暗証番号の作成が案内されます。この
暗証番号は、後でいつでも変更できます。
クラウドPINは、他のデバイスをアクティベートする際に必要になりますので、忘れないようにしましょう。

クラウドサーバーの状態

Case	モジュールのページ上部には、サーバーの接続状態を⽰すアイコンが表⽰されます。

クラウドサーバーが利⽤可能です。
コミュニケーション中。
インターネットに接続できない、またはサーバーが⼀時的にオフラインになっている。
アイコンが表⽰されていない場合は、クラウドサーバーが未設定です。

アイコンをクリックすると、すぐに同期が実⾏されます。

制限事項

クラウドサーバーの⽬的は、あるデバイスで⾏われたすべての変更を、他のすべてのデバイスに適⽤することです。しか
し、これは常に可能なことではありません。
制限の内容を把握するのに役⽴ちます。

特にオフラインで作業している場合、クラウドサーバーへの接続が再確⽴する前に、同じ案件を別の端末で変更することが
起こり得ます。通常であれば、ほとんど問題になることはないでしょう。
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事件の情報は、いくつかの独⽴した要素で構成されています。

患者さんに関する情報です。
本件に関する情報です。
それぞれの分析
各レメディの処⽅

これらの要素の1つを変更し、別のデバイスの別の要素に変更を加えることができます。
しかし、例えば2つのデバイスで同じ解析を変更した場合、最後に変更したものだけが保存されます。
あるデバイスのある分析を、別のデバイスの別の分析に変更しても、問題はありません。
あるいは、あるデバイスでレメディー処⽅を追加し、別のデバイスで別のレメディー処⽅を追加しても、問題はありませ
ん。

バックアップ

クラウドサーバーに保存されている案件は、お客様の端末の案件をコピーしたものです。元データはお客様の端末にありま
す。

パソコンのバックアップは、常に⾃⼰責任で⾏ってください。

ケースシェアリング

同僚とケースを共有する

多くの場合、⾃分のケースや分析結果を同僚や学⽣、教師に渡したり、インターネットのフォーラムで発表したりしたいと
思うかもしれません。
Complete	Dynamicsは、症例の全体または⼀部をファイルとしてエクスポートすることができます。このファイルを同僚に
渡して、その⼈のパソコンに取り込むことができます。あなたの同僚は、このためにPractitioner	Edition	のライセンスを必
要としません。無料のBrowser	Edition	でも、ファイルをインポートして⾒ることができます。
また、症例共有は匿名で⾏うことができるため、患者さんとあなたのプライバシーを確保することができます。
輸出⼊はどのように⾏われるのか、以下に説明します。まず、Case	sharingのもう⼀つの重要な特徴について⾒ていきま
す。

複数のコンピュータ間でケースを同期させる

⼿動同期は、クラウドサーバー経由の⾃動同期を使⽤しないことを選択した場合にのみ関連します。

ケース共有では、あるコンピューターから別のコンピューターへケースを持ち運ぶための2つの強⼒なオプションが⽤意さ
れています。

最も簡単な⽅法は、⼀⽅のコンピュータで症例データベースの完全なコピーをエクスポートし、もう⼀⽅のコンピュータで
それをインポートすることです。
これは、もう⼀⽅のコンピュータに保存されているすべてのケース情報を置き換えるものです。
このオプションは、ケースデータベースのバックアップを定期的に作成する場合にも使⽤できます。

より⾼度な⽅法としては、1台のコンピュータで修正したケースだけをエクスポートし、2台⽬でインポートする⽅法があり
ます。この場合、変更された情報だけがコピーされ、2台⽬のコンピュータのデータベースにマージされる。この強⼒な同
期メカニズムは、両⽅のコンピュータでケースが変更された場合にも機能します。

iPhoneとPCの間でケースを同期させる

iPhoneとPC間のケース同期には、複数のPC間で同期するのと全く同じ仕組みが使われています。その違いは、エクスポー
トファイルのiPhoneとの移動の仕⽅にあります。
2台のPC間では、例えばUSBメモリを使ってファイルを転送することができます。iPhoneの場合、ファイルの転送はPCの
iTunesアプリケーションを使⽤して⾏います。
iTunesでは、iPhoneのComplete	Dynamicsとの間でファイルをコピーすることができます。
これを⾏うには、iTunesでiPhoneを選択し、「App」のセクションを開きます。Appsのリストの下に、Files	sharingを許可す
るAppsのリストが表⽰されます。そのリストの中にComplete	Dynamicsが表⽰されているはずです。Complete	Dynamics	App
をクリックして選択します。アプリの右側には、ファイルの追加や削除ができるエリアがあります。iPhoneで作成したケー
スエクスポートファイルはそこにあり、PCにコピーしてそこで取り込むことができます。PCで作成したエクスポートファ
イルをここに追加すると、iPhoneでインポートできるようになります。
詳しくは、iTunesのヘルプセクションをご参照ください。

iPhone	では、次のセクションで説明するオプションを含むポップアップメニューが、画⾯左側のCase	モジュール	で開くこ
とができます。
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1つのケースをエクスポートする

1つのケースをエクスポートするには、ケースモジュール	を開き、エクスポートするケースを選択します。
次に、オプションのExport	current	case...を使⽤します。	(ポップアップメニューオプション症例通信	/	当⾯の症例をエクス
ポート...).	
ダイアログが開き、エクスポートするケースの部分を選択することができます。
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著者情報 このオプションをオフにすると、エクスポートに名前が含まれなくなります。
患者様へのご案内このオプションをオフにすると、患者は匿名化されます。患者さんの性別と⽣年のみ使⽤します。

このオプションをオンにすると、患者のすべての個⼈情報がエクスポートに含まれます。
ケースノート このオプションをオンにすると、案件の背景情報がエクスポートに含まれます。(事例背景、メモ、グ

ループ）。
処⽅箋 このオプションをオンにすると、作成した処⽅箋がエクスポートに含まれます。
分析結果 ケース内のすべての分析について、エクスポートするかどうかを決定することができます。⾏をクリッ

クすると、選択のオン/オフが切り替わります。All	とNone	のボタンを使って、すべての分析結果を選択
するか、まったく選択しないかを簡単に選択することができます。

パスワード ここに値を⼊⼒すると、エクスポートファイルがパスワードで保護されます。それを取り込むために
は、誰かがパスワードを知らなければならない。インターネット上で公開したい匿名性の⾼い情報を除
き、共有する情報にはパスワードを設定することをお勧めします。

準備ができたら、OK	ボタンを押すと、任意のファイル名と保存先を聞かれます。
デフォルトのファイル名がすでに記⼊されていますが、好きな名前を選ぶことができます。

1つの解析結果をエクスポートする

1つの分析をエクスポートするには、分析を含むケースを開き、エクスポートする分析を選択します。
次に、メニューオプションのExport	current	analysis...を使⽤します。	(ポップアップメニューオプション症例通信	/	当⾯の分
析をエクスポート...).	
ダイアログが表⽰され、解析と⼀緒にエクスポートするケースの部分を選択することができます。
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各フィールドの意味については、上記の情報を参照してください。

複数のケースをエクスポートする

複数の案件を1つのファイルにまとめて書き出すことができます。	(ポップアップメニューオプション症例通信	/	複数のケー
スをエクスポート...).
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症例が並んだリストで、エクスポートしたい症例をクリックで選択します。

事例や分析結果をインポートする

他の⼈から症例や解析のエクスポートファイルを渡された場合、メニューの「インポート」を使って簡単にインポートする
ことができます。	(ポップアップメニューオプション症例通信	/	インポート...).

インポートするファイルの⼊⼒を求められます。
ファイルを選択すると、そのファイルがケースデータベースに取り込まれます。パスワードで保護されているファイルの場
合、最初にパスワードの⼊⼒が求められます。

インポートしたケースは、ファイルに著者名がある場合は、グループ同僚	で⾒つけることができます。そうでない場合
は、グループその他	で⾒つけることができます。ケースを開いた後、ケース情報を⾃分で簡単に変更したり、分析を他の
ケースに移動させたりすることができます。

症例データベース全体のエクスポート

症例データベース全体をエクスポートした場合、お客様名で登録されたライセンスを持つコンピュータでのみインポートが
可能です。

症例データベース全体をエクスポートするには、メニューオプションの「症例データベース全体をエクスポート...」を使⽤
します。	(ポップアップメニューオプション症例通信	/	全ての症例	データベースをエクスポートしる。).	
ダイアログが開き、このファイルを保護するためのパスワードを⼊⼒することができます（強く推奨します）。
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OK	ボタンを押すと、ファイル名と保存場所を聞かれます。
ファイルを別のコンピュータに持っていき、そこでImportを⾏う。

修正したケースをエクスポートする

修正した案件をエクスポートすることは、複数のコンピュータ間で案件情報を同期させる最も柔軟な⽅法です。

変更をエクスポートするには、メニュー	オプションの	[変更されたケースのエクスポート]	を使⽤します。	(ポップアップメ
ニューオプション症例通信	/	修正症例のエクスポート).	
ダイアログが表⽰され、同期するものを指定することができます。
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デフォルトでは、最後に同期をとった⽇付が記⼊されています。別の⽇時以降に変更されたものを同期させたい場合は、値
を変更するだけです。
エクスポートに含まれるケースの概要を知るには、詳細...	ボタンを押して、ケースとその最終修正時刻の⼀覧を取得しま
す。

修正したケースをインポートする

修正した症例は、別のパソコンで取り込むことができます。	(ポップアップメニューオプション症例通信	/	インポート...).	
ファイルを選択すると、必要な同期動作の情報を表⽰するダイアログが開きます。

Complete	Dynamics 43



ここで重要なのは、⼀番左の欄です。このカラムは4つの異なる値を持つことができる。

新規このケースはローカルデータベースに存在しない。新たに作成されることになります。
交換ローカルデータベースではケースは変更されませんが、エクスポートファイルのバージョンが新しくなっています。

新しい情報で上書きされます。
マー
ジ

筐体は2台のPCで改造しています。エクスポートファイルの情報は、ローカルデータベースの情報にマージされま
す。既存の情報は上書きされませんが、新しい情報がコピーされます。

無視このケースは、両⽅のコンピュータのいずれでも修正されていないようです。何もしていない。

リスト内のどのケースに対しても、アクションを修正することができます。いくつかのケースをクリックして選択し、無視
、新規	、置換	、結合	のいずれかのボタンを押します。ボタンReset	を押すと、すべてのアクションが元の設定に戻されま
す。

アクションが明⽰的にNew	に設定されている場合、類似の症例がすでにローカル	データベースに存在する場合でも、症例
は新規症例としてコピーされます。インポート後、同じ名前のケースが2つ表⽰されるので、⾃分で確認することができま
す。通常、これは決して必要ではありません。オプションMerge	は、いかなる情報も捨てません。

⾃動バックアップ

バックアップを容易にするため、プログラムは毎⽇⼀回、症例データベースの完全なエクスポートを⾃動的に作成します。
これらのバックアップは過去7⽇間保存されます。これを使えば、プログラムが内部データベースをどこに保存しているか
知らなくても、⾃分でバックアップを取ることができます。バックアップの場所や緊急時の復元⽅法について詳しくお知り
になりたい場合は、サポート部⾨までお問い合わせください。
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解析モジュール

クイックスタート

せっかちなあなたのために...

解析に関するヘルプをお読みいただくと、より効率的に作業を進めることができますので、ぜひご⼀読ください。
後で読んで、すぐにでも始めたいという⽅は、この要約を読めばすぐにでも始められるはずです。

ケースから始めるか否か？

多くの場合、分析は患者さんに関連するものであり、後で参照するために保存しておくとよいからです。
このような場合、まずケースを作成するか、既存のケースを開いておくと、分析結果が適切な場所に保存されるため、お勧
めです。
⼀度開いたケースには、簡単に新しい分析を追加することができます。
ケースと分析の整理の仕⽅についての詳しい情報は、セクションケースモジュール	をお読みください。

実際のケースと関係なく、簡単な分析を⾏いたい場合は、ケースを開いたり作成したりしないだけで、デフォルトのケース
が⾃動的に作成され	(Unnamed	case)	、分析結果がそこに保存されます。解析結果は、今⽇の⽇付でラベル付けされたその
ケースで確認することができます。

ルーブリックの追加

分析にルーブリックを追加するのは簡単です。
まず、Book	モジュールでルーブリックを選択します。明るい黄⾊で表⽰されたルーブリックが選択されています。
次に、ルーブリックをクリックしたままにして、ポップアップメニューを表⽰します。	(ポップアップメニューオプショ
ンルブリックを分析に追加).	
適切なルーブリックを⾒つけるには、Find	モジュールが役に⽴ちます。

解析の作成

Analysis	モジュールを開く

Analysis	タブをクリックし、Analysis	モジュールに移動します。
すでにケースを開き、分析を選択していると仮定すると、このような画⾯になります。
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ウィンドウは2つのセクションに分かれています。
-	この分析に使⽤された症状とルーブリックを紹介します。
-	解析結果
1つ⽬から順に詳しく説明します。

ここで使⽤されている例は、Case	モジュールの	'Other'	グループにあるデモケースの⼀部であることに注意してください。
これらの例は、⾃由に遊んでいただいて結構です。Complete	Dynamicsを起動するたびに、元のデモケースは「その他」グ
ループに戻されます。

症状	vs	ルーブリック

患者さんの情報を集めたら、レパートリーの中から患者さんの状況に合ったルーブリックを探すのが従来のやり⽅でした。
この⽅法の⼤きな⽋点は、患者の症状によっては1つのレパートリー・ルーブリックが必要であるが、他の症状では、その
訴えを表現するいくつかのルーブリックを⼀緒に⾒つけることができることである。⼀つの症状を表すのに複数のルーブ
リックを使⽤した場合、その症状に合致するレメディーが⾃動的に強くカウントされるため、他の症状に⽐べて誇張された
数値が得られる。
また、レパートリー⾔語という⾔葉で症状を表現することもない。特に、患者の症状を100％⽂字で表現できるルビがない
場合、レパートリー・ルビ集は患者の訴えを正しく表現したものとは⾔えなくなる。

Complete	Dynamicsは、SymptomsとRubricsを区別することで、これらの問題を解決しています。
まず、分析された患者さんの症状を⼊⼒することができます。第⼆に、レパートリー・ルビをこれらのSymptomsと結びつ
けることができる。
Analysisモジュールは、少ないルーブリックで表現されるSymptomもあれば、多くのルーブリックで表現されるSymptomも
あることから、分析結果を⾃動的に補正することができる。ですから、患者さんの症状を⼗分にレパートリー・ルーブリッ
クに表現するために必要なルーブリックの数を、分析結果に偏りが出ないように⾃由に選択することができます
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症状	は患者	-ルーブリック	はレパートリー	の⾔語である。

Symptomsを使うメリットはまだまだあります。症状は患者の⾔葉であるため、個々のルーブリックの順位を明⽰的に操作
することなく、症状に対して重要度の順位をつけることが容易にできる（これらを症状重み、ルーブリック重みと呼び、別
項で説明する）。他にもメリットはありますが、それはご⾃分の⽬で確かめてください。

もちろん、素早くシンプルな解析を⾏うためには、Symptomを作成すると、必要ないオーバーヘッドが発⽣します。この場
合、Symptomsを作らないようにすればいいのです。すべてのルーブリックは、⾃動的に「⼀般的な症状」の下に配置さ
れ、あなたには⾒えません。

⼀例を挙げます。以下はDemo	case	Andrew	のスクリーンショットで、Symptoms	を使⽤しない場合と使⽤した場合の2つで
す。

バリアント	Symptoms	の⽅がより分かりやすい!

症状の作成とルーブリックの追加

ケースを開き、分析を選択した状態で、分析に新しい症状を追加することができます。	(ポップアップメニューオプショ
ン分析に追加).	
症状(およびそれに関連するすべてのルーブリック)を削除するには、マウスまたはキーボードで症状を選択し、Deleteキー
を押します。	(ポップアップメニューオプション削除).	
症状の詳細をダブルクリックすると、編集できます。	(ポップアップメニューオプション症状を編集する).

ルーブリックは常にBook	またはFind	モジュールから追加されます。	(ポップアップメニューオプションルブリックを分析に
追加).	
そして、症状リストで「現在」の症状として選択されている症状にルーブリックが追加されます。

結果

解析結果
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AnalysisにSymptomsとRubricsが追加されたら、次は結果を⾒ます。
これらの結果は、ウィンドウの右側に表⽰されます。

解析結果の⾒⽅には、基本的に2つの⽅法があります。
-	同じ分析結果で、複数の結果を概観することができます。
-	1つの分析結果の詳細な概要を表⽰します。

複数の解析結果を表⽰する

複数の結果の概要を選択することができます。	(ツールバーボタン ).	
このように表⽰されます。

標準的な分析⽅法

この写真の標準的な結果は、次のような意味です。

標準 厳選されたパラメータに基づく標準的な解析結果です。
⼩型レメディー この結果、⼤きなレメディー（ポリクレスト）よりも⼩さなレメディーの⽅が重要視され

ることになります。これは、レメディの出現率がレパートリー全体で不均等であることを
補うものです。ポリクレストは分析から外されているわけではなく、優位性が低下してい
るに過ぎません。

⼩型ルーブリック この結果、救済措置の少ないルビコンが救済措置の多いルビコンよりも重視されることに
なった。このように、ごく⼀般的なルーブリックよりも、より特徴的なルーブリックの⽅
が結果に与える影響は⼤きくなります。

ベニングハウゼン この分析では、レパートリー内の関連するルーブリックでの出現率に基づいてレメディが
カウントされる。
ベニングハウゼン分析は、主に⼤規模で汎⽤的なルーブリックで使⽤されます。また、極
ルビに対する補正もより重要です。詳しくは、Analysis	-	Bönninghausen	をご覧ください。

シンプルなカウントこれは、昔、鉛筆と紙だけでやっていたような、とてもシンプルな数え⽅です。分析対象
のすべてのルーブリックについて、すべてのレメディの階調を単純に加算している。

使⽤する分析⼿法の選択

Complete	Dynamicsが提供する標準的な解析⼿法のすべてに興味があるわけではないのかもしれません。
どの分析を表⽰するか、どのような順序で表⽰するかを決めることができます。
環境設定	の設定で変更することができます。詳しくは、「環境設定」	をご覧ください。

解析結果の詳細

上の写真の結果を⾒ると、数字が⼀切印刷されていないことに気がつくと思います。すべてのレメディの後ろにバーが表⽰
され、レメディの相対的な重要性を⽰しています。レメディーは重要なものから順に並んでいます。⾊のついた棒が短いほ
ど、そのレメディーが与えられた結果において重要でないことを⽰しています。

結果に数字を表⽰させたい場合は、ツールバーのボタンを押すことができます。	(ツールバーボタン ).	
すると、このような結果になります。
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状況によっては、結果を重要な順に並べ替えるのではなく、レメディが出現する症状やルーブリックの数に応じて並べ替え
たい場合もあります。
そして、ツールバーのボタン を押すと、「症状/ルーブリックの数で分析を並べ替える」という意味になります。	(ツール
バーボタン ).

既に処⽅されている治療薬

すでに処⽅されているレメディーがすぐにわかるので便利なことも多い。
過去に処⽅されたことのあるレメディーには、名前の後ろに点がついています。

ルーブリックとレメディの関係性を⾒出す

ルーブリックとレメディの関係は、結果内のルーブリック、レメディのどちらかをクリックすることですぐに確認すること
ができます。
その際、対応するレメディーやルーブリックが強調表⽰されます。

例ルーブリック	Mind;	sensitive,	oversensitive;	noise,	to;	painfull	sensitiveness	to	をクリックすると、結果エリアに次のように表
⽰されます。

どのレメディーがそのルーブリックに⼊っているのか、⼀⽬瞭然です

例remedysulph	をクリックすると、次のような	Symptom	と	Rubric	の概要が表⽰されます。
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そして、どのルビでsulph	が発⽣するのかをチラッと⾒ることができます。さらに、選択したレメディーは他の分析結果で
もハイライト表⽰されるので、異なる分析での相対的な順位が⼀⽬瞭然です。

ここまでが、複数解析の概要です。それでは、1つの解析結果の詳細な概要を⾒てみましょう...

1つの分析結果の詳細な概観を表⽰する

1つの分析について、より詳細な概要を、好みに応じて、テーブル表⽰またはグリッド表⽰で表⽰することができます。
(ツールバーボタン ,	ツールバーボタン ).

テーブルビューはこのようになります。

Complete	Dynamics 50



Gridビューはこのようになります。

こうすることで、ルーブリックとレメディの関係を⼀枚の絵で⾒ることができるようになるのです。もちろん、これは1つ
の解析に対してのみ可能です。
iPhoneでは、横向きにすると、ルーブリックとレメディの関係がより明確になります。

ブロックまたはドットは、ルーブリックで救済措置が発⽣することを⽰します。

グレード1
グレード2
グレード3
グレード4

より詳細な情報が必要な場合は、弾丸をダブルクリックすると、完全なレメディー情報を得ることができます。
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また、ルビやレメディをクリックすると、ハイライト表⽰させることができます。
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もちろん、ツールバーのボタン「BUTTON:analysisviewshownumbers」「BUTTON:analysisviewsortonrubrics」で数字を表⽰し
たり、ソート順を変更することも可能です。

解析結果のフィルタリング

アドバンストトピックス

分析の微調整

解析の作成と結果の解釈の基本を学んだところで、次は、患者さんの情報の解釈に従って解析を微調整するための上級者向
けのトピックを紹介します。

取り上げるトピックは
-	重りを使うこと。
-	症状のバランスをとる。
-	極ルビとコントラ表⽰。
-	ルーブリックグループ
-	ルーブリックの概要

選択された複数の⾏に対して、⼀度に多くのアクションを実⾏することができます。

ウェイトの使⽤

すべての症状とルーブリックに、所定のウェイトを割り当てることができる。患者さんの症状に⼀定の重要性を持たせるよ
うに、あるいはレパートリーのレメディに異なるグレードが発⽣するように、症状やルーブリックにもそれぞれ⼀定の重要
性を持たせることができるのです。

⾼い値を設定することで、その症状やルーブリックが分析結果においてより重要視されるようになる。
また、重みを0にすることで、その症状やルーブリックを分析から完全に除外することができる。

重みを設定するには、まず、症状やルーブリックをマウスでクリックして選択します。
さて、重量の設定にはいくつかの⽅法があります。
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-	0	(ポップアップメニューオプション重み	/	計算外).	
-	1	(ポップアップメニューオプション重み	/	普通).	
-	2	(ポップアップメニューオプション重み	/	重みx２).	
-	3	(ポップアップメニューオプション重み	/	重みx３).	
-	4	(ポップアップメニューオプション重み	/	重みx４).

次の例は、重みが設定されている解析です（あくまでデモンストレーションです）。

左側にツールバーのボタンが表⽰されていますね。ツールバーのボタンには、選択した症状やルーブリックの実際の重量が
常に表⽰されます。
症状やルーブリックの前のXは、重み付けが0であることを⽰し、分析から除外される。

症状のバランスをとる

Balancing	of	Symptomsは、1つのSymptomに含まれるRubricの数が多いか少ないかを補正する、⾼度な解析メカニズムであ
る。バランシングがオンになっている場合（通常はオンになっています）、分析を妨げることなく、症状の下に好きなだけ
ルーブリックを配置することができます。
従来の分析では、ある症状を表現するために多くのルーブリックを使⽤すると、その⼀つの症状に合致するレメディが分析
を⽀配するようになるため、分析するルーブリックを慎重に選択する必要がありました。同様に、1つのルーブリックのみ
を使⽤した場合、他の症状に使⽤したルーブリックと⽐較して、そのルーブリックのレメディーは全体の分析に⼗分に貢献
しない。
症状のバランス調整」をオンにすると、すべての症状は、その下に	1	つのルーブリックを置いた場合でも、たとえば	10	個
のルーブリックを置いた場合でも、それに割り当てられた重み	(重みの使⽤	を参照)	でカウントされるようになります。

バランス調整のオン・オフは、ウィンドウの右側にあるツールバーボタン で⾏います。	(ツールバーボタン ).
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⼀例を⾒てみましょう。以下の分析では、頭の痛みを表現するために多くのルビを振っています。バランシングを使⽤しな
い場合、Glonoinum	が結果を⽀配し、バランシングNatrum	Muriaticum	がより顕著になります。

解析結果。

No	バランス調整 バランス調整付き

注：バランシング症状は基本解析に影響しませんシンプルカウンティング.

ポーラ・ルーブリックとコントラ・インジケータ

極ルビとは、反対の意味を持つ2つのルビのことです。
例えば、簡単な例として、最初にレメディcoff	が処⽅された場合を考えてみよう。
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Generalities	の下には、2つのルーブリックがあり、いずれも極性ルーブリックであることがわかります。
-amel	-agg.	
-desires	-	aversion.

この極ルーブリックは、ウィンドウの右側にあるツールバーボタン を押すことで分析に利⽤することができます。	(ツー
ルバーボタン ).	
amel	とdesires	の両⽅のルーブリックの下に、その極ルーブリックが表⽰されるようになりました。
また、レメディの値を極ルビの値で補正するようになったため、解析結果も変化しています。
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レメディcoff	は、この分析ではコントラ表⽰であるため、⾚⾊で表⽰されるようになりました。
コントラ表⽰とは、あるルーブリックでは低評価（1、2、または全く評価されない）で、極ルーブリックでは⾼評価（3、
4）で救済措置が発⽣する状況を指す。

より複雑な例は、次のBönninghausen様式の分析で⽰される。
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ルーブリックグループ

ルーブリックのグループ化は、2つ以上のルーブリックをあたかも1つのルーブリックであるかのようにカウントしたい場合
に⾏います。
ルーブリックのグループ分けには、2つの⽅法があります。
-	クロスする。ALLルーブリックに出現するレメディーだけを使⽤する。
-	組み合わせる。どのルービックからもレメディが使⽤される。

グループ化の例

ルーブリックの掛け合わせは、患者の症状を正確に表現するルーブリックがレパートリーになく、より⼀般的なルーブリッ
クしかない場合に有効である。
例えば、発熱時に「朝、ベッドにいるのが不安だ」と患者さんが⾔ったとします。レパートリーにはルーブリックがな
い⼼；不安；朝；ベッドで；熱；中.	しかし、この代わりに、さらに2つの⼀般的なルビがあるMind;	anxiety;	morning;	bed,	in
とMind;	anxiety;	fever	heat;	during	。この2つのルーブリックを掛け合わせることで、両⽅のルーブリックで発⽣する改善点
のみを含む新しいグループ化されたルーブリックが作成されます。

ルーブリックを組み合わせることで、正確には⾒つからないが、より具体的な症状の下に⾒つかるような症状がある場合に
有効である。
例えば、ピザを⾷べたいという欲求。なぜ、患者さんはピザが好きなのでしょうか？多分、⽣地（ファリナスティックフー
ド）、トマト、サラミ、アンチョビ、チーズ、オリーブなどでしょう。患者の主訴と⽐較して、あまり重要でない特定の
ルーブリックをたくさん追加して分析式を乱すことなく、そのような特定のルーブリックをいくつか組み合わせて新しい
ルーブリックにすることは有⽤である。

ルーブリックグループの作成

⼀例として、歩⾏中に頭が縫うように痛み、数種類の動物が怖いという症例があります。
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頭の痛みを表現する2つのルビを⼀緒に交差させたいと思います。ルーブリックHead;	pain;	stitching	をクリックして選択
し、ツールバーボタン	 	を押してください。	(ポップアップメニューオプションルブリック・グループ	/	他のルブリックと
グループにまとめる).	
ダイアログが表⽰され、選択したルーブリックと連携できるルーブリックを選択することができます。
上部で、オプションクロス	を選択します。ルーブリックGeneralities;	walk,	walking;	during	を選択し、OKボタンを押す。

2つ⽬のグループには、別の⽅法を⽤います。Mind;	fear	の3つのルビを選択し、もう⼀度 を押してください。
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ここで、オプションCombine	を選択し、OKボタンを押します。

その結果、ルーブリックリストは今、こうなった。
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グループを変更するには、グループのメインルーブリックをクリックし、 を押すだけです。ダイアログで、ルーブリック
のオン・オフを切り替えることができます。また、ルーブリックをクリックして を押すと、グループからルーブリックを
削除することができます。	(ポップアップメニューオプションルブリック・グループ	/	ルブリック・グループの削除).	グ
ループを完全に削除するには、グループのメインルーブリックをクリックし、 を押してください。	(ポップアップメ
ニューオプションルブリック・グループ	/	ルブリック・グループの削除).

上図のように、ダイアログでルーブリックを選択することなく、素早くグループを作成できるメニューが2つ⽤意されてい
ます。
最初に2つ以上のルーブリックを選択し、それらを結合することができます。	(ポップアップメニューオプションルブリッ
ク・グループ	/	選択したルーブリックを組み合わせる).	
最初に2つ以上のルーブリックを選択し、それらをクロスさせることができます。	(ポップアップメニューオプションルブ
リック・グループ	/	選択したルーブリックをクロス).

ルーブリックグループは分析にどのように使⽤されるか

複数のルーブリックを横断する場合、そのグループにはすべて	で発⽣するレメディーだけが含まれます。救済措置の評点
は、すべてのルーブリックにおいて、最低の	の評点とします。

[/TAG_ERROR]	複数のルーブリックを組み合わせる場合、グループ内のルーブリックのうちいずれかで発⽣する救済措置
がグループに含まれる。[/TAG_ERROR]	救済措置の評点は、グループ内のどのルーブリックでも、その救済措置について
⾒つかったの最⾼評点とします。

ルーブリックの概要

ある分析に含まれるすべてのルーブリックの概要とその対処法を知ることができると便利な場合があります。
また、グループ化されたルーブリックの場合、結果的にどのレメディーが出現するかを確認するのもよいでしょう。

すべてのルーブリックの概要を知るには、「ルーブリックの概要を表⽰」を選択するだけです。	(ポップアップメニューオ
プションその他	/	ルブリックの概観).	
Find	モジュールが開き、以下のように表⽰されます。
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分類

症状別分類の紹介

Samuel	Hahnemann'Organon	andChronic	Diseases	を⾒ると、ハーネマンは患者の現在あるいは過去の状況に⾒られるすべての
症状に基づいてレメディーを選択したのではないことがわかる。彼は、患者さんの症状を丁寧に分類し、その分類に基づい
た治療を⾏いました。

ハーネマンの分類はもちろん、ユーザー定義のA、B、C、D、Eグループも⽤意されており、⾃由に使うことができます。

画⾯左側のツールバーで利⽤できる分類のオプション。

シンボル
マーク

名称 意味

プソラ コアの乱れ。
オルガノン第6版§80（psoric	miasma）。

インシデント患者さんの⾝の回りで起こったこと、患者さんに影響を与えたこと。
急性疾患です。
オルガノン§72（有害な影響）。

エピデミック外部から感染する病気；インフルエンザ、レジオネラ菌、SARS、はしか、おたふく
かぜなど。(中間感染症）。
オルガノン§73（流⾏性疾患）。

アキュートミ
ズム

病気は内側から来るもので、多くの場合、外から来る事件や刺激が引き⾦となる。
不満は深刻です。
オルガノン§73（潜在的なプソラの⼀過性の爆発）。

遺伝的傾向 先祖代々続いてきた病気で、遺伝的に患者さんに受け継がれるもの。

医原性 薬の使⽤状況や予防接種の状況。
オルガノン』第74巻。

サイコシス 淋病に感染したこと。
オルガノン』第	79	条（sycotic	miasma）。

梅毒 梅毒に感染したこと。
オルガノン§79（梅毒の瘴気）。
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ユーザーA ご⾃由にお使いください。

ユーザーB ご⾃由にお使いください。

ユーザーC ご⾃由にお使いください。

ユーザーD ご⾃由にお使いください。

ユーザーE ご⾃由にお使いください。

この分類は、「症状」のレベル、または個々のRubricsに適⽤することができます。
症状」に分類を設定すると、その設定は「症状」内のすべてのルーブリックに適⽤されます。これにより、ルーブリックに
適⽤されていた設定は使⽤されなくなります。

デモ事例簡単な分類例	もご覧ください。

レメディーフィルターと分類

症状やルーブリックの分類を分析に使⽤した場合、各分析の救済措置は⾃動的にフィルタリングされます。このフィルタリ
ングは、ハーネマンの著作にある情報に基づいて⾏われています。

Psora	の場合、レメディーは、すべてのミネラルとノゾーズ、それにLach,	Lyc,	Sepを加えるが、Mercは除く。
Incident,	Acute	Miasmatic,	Epidemic	の場合、レメディーは：すべての植物と動物、それにMerc,	Ars,	Ant-c.	
Iatrogenic	の場合、レメディーはルーブリックIntoxication	after	medicaments	、およびAilments	from	vaccination	にあるものであ
る。
受け継がれた傾向	の場合、レメディーは：すべてのノゾーズです。
その他のグループについては、すべてのレメディーを表⽰しています。

クリップボード

A-B-C-D-Eのクラスは、クリップボードとしても使⽤可能です。これらをSymptomsや個々のRubricsに割り当てることで、
分析結果に対して異なる⾒⽅をすることが⾮常に容易になります。

詳細はこちら

上記の分類に関する情報は限られています。
ハーネマンの分類の使⽤に関する優れた情報は、ウェブサイトhttp://www.ewaldstoteler.com	で⾒ることができます。

マルチビュー

これで、解析の作り⽅がわかりましたね。また、このケースはこういう症状だという解釈で、分析を微調整する⽅法も知っ
ていますね。
症状やルーブリックに重みをつけている場合があります。分類を割り当てている場合があります。使⽤するルーブリックの
救済措置の重要度を量るための分析式を選択しました。そして、もしかしたら、与えられたレメディー王国で結果をフィル
タリングしているかもしれません。

これらの設定はすべて、あなたの解釈に基づいて、最適な解析結果を得るためのものです。
しかし、それは患者さんの症状に対するあなたの解釈、あなたの⾒⽅です。これらの症状は不変のものであり、あなたが収
集した観察された事実です。どのような意⾒を持っていても、観測された症状こそが現実なのです。(Organon	§18)

しかし、同じ症状でも、別の視点から、別の⾒⽅で、解釈してみることも考えてみてはいかがでしょうか。もちろん、解析
の設定をすべて変えて、様⼦を⾒ることもできます。しかし、そうすると元の分析結果が変わってしまい、再び⾒るために
は、変更した設定をすべて元に戻さなければなりません。

解析の設定を変更しても、元の設定が失われないようにするために、Multiple	Viewsを作成しました。

アナリシスビューとは？

分析ビューは、分析に適⽤できるすべての設定の総称です。

重量 	 	 	 	
分類 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
バランス症状
コレクトポーラー
解析式 例えば	"Small	Remedies"。
レメディーフィルター例えば、"植物"

複数のビューを作成し、それぞれ独⾃の設定コレクションを持つことができます。
例として、デモケース	アンドリュー	、分析マルチビュー	を⾒てください。
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ビューの作成

メニューやツールバーから、新しいビューを作成することができます。	(ポップアップメニューオプション表⽰	/	新しい
ビューを追加する).

新しいビューは、元のビューのコピーで、まったく同じ設定になっています。新しいビューの設定に加えた変更は、その
ビューにのみ適⽤されます。他のビューはすべて元のままです。
必要であれば、新しいビューにオプションで名前を付けることができます。

すべてのビューで、まったく同じ症状とルーブリックのコレクションを使⽤していることに注意してください。患者さんの
状況は同じで、⾒⽅によって違うのは⾃分の解釈です。

メニューから簡単に表⽰を切り替えることができます。	(ポップアップメニューオプション表⽰	/	Standard).	

選択したビューが不要になった場合は、削除することができます。	(ポップアップメニューオプション表⽰	/	現在のビュー
を削除する).	
ビューに付けた名前はいつでも変更可能です。	(ポップアップメニューオプション表⽰	/	現在のビューの名前を変更).	
また、メニューやツールバーに表⽰されるビューの順序を変更することもできます。	(ポップアップメニューオプション表
⽰	/	現在のビューを左に移動します).

各ビューの解析結果を⾒てみる

画⾯右側の解析結果エリアには、選択したビューの解析結果が表⽰されます。他のビューに切り替えると、そのビューの結
果に変更されます。

また、すべてのビュー結果を同時に⾒ることができます。	(ツールバーボタン ).	
このように表⽰されます。

解析のリスト概要と似ていますが、1つのビューに1つの結果リストを表⽰します。
上部に、各ビューで使⽤されている設定の概要が表⽰されます。

表の出⼒スタイルに選択された分析。
分類を⽤いた分析の場合、使⽤する分析式。
使⽤するレメディーフィルターです。
有効な各解析設定に対応した⼩画像を表⽰します。

ベニングハウゼン

Bönninghausen解析に関するいくつかの情報

ボーニングハウゼン分析法は、他のレパートリーを使うのではなく、他の分析法と同様にComplete	Repertory	を使って作業
します。古いBönninghausesのレパートリーにあるすべてのルーブリックは、Complete	Repertory	に存在します。
ベニングハウゼンの分析システムは、患者さんの症状が必要なときに使う⽅法論で、特定の種類のレパートリーとは関係な
く、どのレパートリーにもある⼀般化されたルーブリックに関係するものなのです。

その違いは、計算の仕⽅にあります。
あるレメディがあるルーブリックでどのように表現されているかを⾒るだけでなく、レパートリーの他の部分にある関連
ルーブリックでの表現に重きを置いています。

計算はこのように⾏います。
-	ルーブリックに表⽰されている救済措置の評点は無視する。
-	代わりに、関連するルーブリックでの救済措置の発⽣から算出される救済措置評点を使⽤する。
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-	レメディが、異なるレパートリーセクションの、より関連性の⾼いルーブリック（⼼、頭、⼀般性など）に出現する場
合、より重要視する。
-	極ルビでの発⽣を修正する（amel.-agg.やdesire-aversionなど）。

ベニングハウゼン分析スタイルでは、⼀般的に、より⼀般的で⼤きなルーブリックを使⽤することになります。
特定のルーブリックと⼀般的なルーブリックを混在させることは、⼀般的に有⽤ではありません。

分析品質

良い分析をする技術

患者さんの症状を的確に分析することは芸術であり、その熟練度は明らかではありません。学校によって指導⽅法は異なり
ます。個々の教師は、それぞれのスタイルや理論を推進しています。そして、良い分析は患者ごとに異なります。
分析品質ツールは、⼀般的なエラーを防⽌し、成功の可能性を⾼めるお⼿伝いをします。

品質指標

Analyisモジュールのページ上部に、⼩さな⾊のボタンがあります。
⾊は分析の質を⽰しています。

緑：軽微な改善勧告のみ。
黄⾊：品質は改善可能。
⾚：この分析には重⼤な問題があります。

品質指標をクリックすると、改善の可能性を⽰唆するレポートが表⽰されます。
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マテリアメディカモジュール

Materia	Medica	モジュールを開く

MM	タブをクリックし、Materia	Medica	モジュールに移動します。

救済措置の選択

ツールバーの上のフィールドにレメディの略語を⼊⼒することができます。略語がわからない場合は、欄外の を押すこと
で救済策を調べることができます。

本を選ぶ

レメディーを選択した後、画⾯左側に表⽰されているマテリアメディカのソースを任意に選択することができます。選択し
たレメディーがブック内に存在しない場合は、ブックタイトルがグレーで表⽰されます。
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読書スペースを確保したい場合は、ツールバーのボタン でインデックスを⾮表⽰にすることができます。
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レメディインデックス

書籍に収録されているすべてのレメディの概要を知るには、書籍タイトルのポップアップメニューを開いてください。
(ポップアップメニューオプション索引).
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収録されているすべてのレメディが掲載されているリストが表⽰されます。レメディー名をクリックすると、そのレメ
ディーのブックを開くことができます。
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利⽤可能な書籍やインターネットサイト

Materia	Medicaモジュールには、いくつかの書籍が⽤意されています。これらの書籍は、お客様の⾔語設定により、ご利⽤
いただける⾔語が異なる場合があります。

Materia	Medicaモジュールは、レメディー情報を提供するいくつかのインターネットウェブサイトを統合しています。これ
らのウェブサイトが利⽤可能かどうかは、お客様の⾔語設定によって異なります。
なお、インターネット上のウェブサイトのコンテンツは、Complete	Dynamics	には含まれませんが、便宜上、Materia	Medica
モジュールにのみ表⽰されています。
⼀部のウェブサイトでは、情報へのアクセスに際して料⾦を請求する場合があります。これは純粋にウェブサイト所有者の
ポリシーであり、お客様のComplete	Dynamicsライセンスとは⼀切関係ありません。

リバースマテリアメディカ

Reverse	Materia	Medica	は、指定されたレメディのレパートリーの中から、最も重要な症状をそのまま表⽰します。
通常のマテリアメディカのように、⼈間の専⾨家による解釈は⾏われません。Reverse	Materia	Medica	は、レパートリーに
蓄積された専⾨知識に完全に基づいています。
Book	モジュール内のルーブリックに移動するには、そのルーブリックをダブルクリックするだけです。

重要な症状ほど⼤きく印刷されるので、様々な症状の相対的な重要性を簡単に⾒分けることができます。

以下のボタンで結果を修正することができます。
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フィル
ター

フィルタードロップダウンリストでは、逆マテリアメディカに表⽰されるルビの基準を選択すること
ができます。
⾃動 最も関連性の⾼いルーブリックが⾃動的に選択されます。
確認された症状 グレード3または4のレメディのみが使⽤されます。これらは、実際に確認さ

れている症状を⽰しています。
完全な症状 完全な症状のみを使⽤しています。症状は、少なくとも3種類の情報が組み

合わさって完成します。例時間＋場所＋延⾧
確認済み・完了 確定	と完全	の症状のみ表⽰されます。
レッドライン症状 より多くのレパートリーで関連性のある症状が発⽣するものを優先する。
キーノート レメディのグレードは3か4だが、他のレメディはすべて低いグレードであ

る。
ユニークなルーブリックレメディーが唯⼀発⽣しているルビだけを表⽰する。

マテリアメディカの追加

他のユーザーが作成したマテリアメディカの本は、Complete	Dynamics	に簡単に追加することができます。マテリアメディ
カの本は、ファイルに保存され、他のユーザーと共有することができます。新しいブックをインストールするには、ファイ
ルをDocuments	フォルダの下にあるComplete	Dynamics	というフォルダにコピーしてください。その後、Complete	Dynamics
を停⽌して再起動します。そうすると、新しい本が⾃動的にあなたのMM	セクションに表⽰されるようになります。

新しいマテリアメディカブックを作成するには、Master	Edition	のライセンスが必要です。

マテリアメディカ早わかり

複数の書籍のマテリアメディカのテキストを同時に素早く⾒ることができ、とても便利です。
Materia	Medica	quick	view	ウィンドウでは、よりコンパクトなマテリアメディカ本のテキストを複数同時に表⽰します。
(ポップアップメニューオプションマテリアメディカクイックビュー).
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救済情報

救済措置の詳細情報

例として、ルーブリックGeneralities;	Food	and	drinks;	apples;	desires	を⾒てみましょう。

詳細は、ANT-T	をダブルクリックすると表⽰されます。
これにより、Remedy	Informationウィンドウが表⽰されます。
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関連するルーブリックでの使⽤頻度

関連ルーブリックとは、この救済措置のために閲覧しているルーブリックと何らかの関係があるルーブリックのことです。
この例では、これらのルーブリックは
⼀般論；⾷べ物や飲み物；リンゴのような冷たいもの、欲望
⼀般論；飲⾷物；リンゴ、欲望；⽔、冷たいものを欲すること
これらのルーブリックには、ant-t	も含まれています。
関連するルーブリックでの出現回数が多いほど、またその平均的な重みが⾼いほど、その改善策をより重要視することがで
きる。

情報源

レメディの出典をすべて列挙します。これには、少なくとも著者名、書籍や雑誌のタイトル、出版年が含まれます。
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フィールドを探す

パワフルで使い勝⼿の良い検索

テキスト テキストフラグメントは、個々のテキスト	フィールドに⼊⼒したように、⾃動的にテキストとして解釈さ
れます。
ここでは、/、+、-の使い⽅は同じです（Find	module	のセクションの例を参照ください）。
上記の例では、menses	という単語と、before	またはduring	のどちらかを組み合わせて検索しています。

レメディー レメディの略語はドットで終わらせる必要があります。
Remedies	の欄は任意ですが、ここではテキストの断⽚とレメディの略語の混乱を避けるため、ドットで終
わらせる必要があります。(混同例:sep	は、sepia	とseparation	のどちらかの意味になります。)
ここでも	/	と	+	の使い⽅は同じです。例については、セクションFind	module	を参照してください。
上記の例では、sepia	またはcimicifuga	のいずれかを検索対象としています。
注：それ⾃体が略語でないレメディ（Apis	やBufo	など）も、最後にドット（apis.	bufo.）を付ける必要があ
ります。

グラデーション *1,*2,*3,	または*4	を⼊⼒することにより、最⼩レメディー階調1～4を指定することができます。この表現
は、次のように読み替えることができます。要求されたすべての(*)救済措置は、この等級以上である必要
があります。
あるいは、*の付いていない1、2、3、4の数字も同様に最⼩救済階調と解釈する。つまり，4	は，	*4	と同
じである。

ルーブリックサ
イズ

最⼩および最⼤のルーブリックサイズは、>または<の前に数字を付けて指定することができます。
<50は50回以下のレメディーを意味します。
>10は10回以上のレメディーを意味します。
または、5以上の数字で始まるものは、⾃動的に最⼤ルーブリックサイズと解釈される。つまり、50	は、
<50	と同じです。

事例紹介

上記の例を拡張して、最⼤50個の救済を含むルーブリックに制限してみましょう。
以下の条件の⼊⼒⽅法は、すべて同じ結果になります。

⽉経前/⽉経中	*3	<50
⽉経前/⽉経中	3	50
⽉経の前または中に分離する	3	<50	cimic.	
50	⽉経前／⽉経中／半⽉期3
⽉経前/⽉経中	2	cimic.200	50	3

最後の例では、最初のグラデーションが2だったのが、後から3になっていたり、ルーブリックの最⼤サイズが200だったの
が50になっていたりするのがわかりますね。これは例として分かりにくいかもしれませんが、検索中に検索結果を絞り込み
たいときには、実はとても効率的な⽅法なのです。前に⼊⼒した基準を削除することなく、新しい基準を⼊⼒することがで
きます。

ヒントテキスト検索では、「=」、「*」、「"」という特殊な表記も使⽤することをお忘れなく。
=dog	will	finddog,	but	notdogmatic.	
*ation	will	findpalpitation	as	well	asperspiration	andovulation.	
"he	is"	は、順番が同じなら、he	とis	だけが⾒つかります。
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プリファレンス設定
プログラムのいくつかのオプションは、個⼈の好みに応じて設定することができます。これらのオプションは、Index	モ
ジュールにある	dePreferences	ボタンで変更できます。
いくつかのセクションからなるダイアログが表⽰されます。

⼀般設定

プログラム⾔語ここでは、いくつかの⾔語オプションが⽤意されており、そこから選択することができます。
使⽤できる⾔語は、Complete	Dynamicsのバージョンによって異なります。

アニメーション Complete	Dynamicsの⼀部では、ケースを開いたり閉じたりする際などにアニメーションが使⽤されていま
す。
これは⾒た⽬はいいのですが、仕上がりに時間がかかるんです。これらのアニメーションが必要ない場合
は、このオプションのチェックを外してください。

標準フォント名ここで、プログラムで使⽤するお好みのフォントを選択することができます。
に最適化する。この設定は、iPhoneアプリのメモリ使⽤量に影響します。

⾼速化.	選択した場合、プログラムはデータをメモリに保持し、速度を向上させようとします。このオプ
ションは、主にComplete	Dynamicsで作業する場合に推奨されます。
メモリ使⽤量の削減.	選択すると、他のプログラムに切り替えたときに、できるだけ多くのメモリを解放
するようになります。これにより、iPhoneによって終了させられるリスクは減りますが、プログラムの動
作が遅くなります。このオプションは、複数のプログラムを使⽤して作業する場合や、古いiPhoneを使⽤
している場合に推奨されます。
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ケントのレパー
トリーを含む

Kent's	Repertory,	6th	edition	を別のレパートリーとして利⽤したい場合は、このオプションにチェックを⼊
れてください。
Kent's	Repertory	の内容はすべて	Complete	Repertory	にすでに収録されています。しかし、⼈によっては、
他の資料からすべての追加をせずに、Kent	に相談することを好む⼈もいます。
このオプションにチェックを⼊れると、Kent	がIndex	モジュールで利⽤できるようになります。

図書の設定

レパートリー⾔語 レパートリーに使⽤する⾔語です。
2つ⽬のオプションは、ルーブリックテキストの後に表⽰される第⼆⾔語です。第⼆⾔語は、レパート
リー翻訳を購⼊した場合のみ利⽤可能です。

横スクロール このオプションにチェックを⼊れると、横スクロールの機能が有効になります。
この機能は、マウスやトラックパッドが⽔平⽅向のスクロールに対応している場合にのみ使⽤できま
す。

ルーブリックサイ
ズを表⽰する

チェックした場合、Bookモジュールは常にルーブリックの救済措置の数を表⽰します。チェックしな
い場合は、レメディが表⽰されていないときのみ、番号が表⽰されます。

アルファベット順
のルーブリック

チェックした場合、Bookモジュールは常にアルファベット順でルーブリックを表⽰します。チェック
を⼊れない場合は、ケントが紹介した標準的なレパートリー順となります。

ケース設定
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ケースの⾃動ロックまで
の分数

患者情報を保護するためにパスワードを設定した場合、このオプションは、Caseモジュールが
⾃動的にロックされるまでの時間を設定します。
ここに0を⼊⼒すると、⾃動ロックは⾏われない。

アーカイブされたケース
を⾃動的に削除

アーカイブされたケースを永久に削除するまでの時間を選択します。
Never	を選択した場合、アーカイブされたケースは⾃動的に削除されません。

クラウドサーバーの利⽤ クラウドサーバーにケースのコピーを保存します。

解析設定
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レメディカラーリングHFAこのオプションをチェックすると、Grant	Bentleyの顔分析⼿法に従ったカラーレメディが分析
できるようになります。Analysisモジュールでは、新しいツールバーボタン（ ）が表⽰さ
れ、⾊付けのオン/オフを切り替えられるようになりました。
このオプションの使⽤は、このメソッドのコースを成功裏に完了した場合にのみ有効です。

関連するルーブリックの
みを表⽰する

Analyis	モジュールでは、ルーブリックと救済措置の関係が結果の表グラフで⽰される。
重み付けが0になっている症状やルーブリックは、実際には解析結果に寄与していません。
このオプションをチェックすると、分析結果に寄与しないルーブリックの救済は、結果表のグ
ラフから除外されます。こうすることで、ルーブリックが分析結果にどのように寄与している
かが、よりわかりやすくなります。

解析式 Analysisモジュールでは、いくつかの分析式を使⽤することができます。
これらのうち、どの数式をどの順番で表⽰するかを選択することができます。
分析の表⽰順を変更するには、分析名をクリックして選択します。BUTTON:up1]、 のボタン
で、リストの上下に移動させることができます。
分析を含めるか除外するかは、in	を選択してから、チェックボックスShow	analysis	をクリック
します。

マテリアメディカ設定
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⾔語マテリアメディカの⾔語が複数⽤意されています。
デフォルトでは、コンピュータの⾔語と国の設定、およびライセンスオプションに従って、⾔語が表⽰されます。
Materia	Medica	モジュール	で表⽰する書籍の⾔語を選択することができます。
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ホメオパシーレメディーを購⼊する
このプログラムでは、ホメオパシーのレメディーをオンライン薬局に直接注⽂することができます。
薬局が利⽤できるかどうかは、地域や国際的な規制によって、国ごとに異なる場合があります。この可否は、プログラム起
動時に決定される。

レメディを注⽂するには、Book	または	Analysis	モジュールのレメディ名でポップアップメニューを開き、	オプションレメ
ディを薬局で購⼊する	を選択します。	(ポップアップメニューオプション薬局から薬を購⼊する).

このオプションがない場合、あなたの国では薬局はサポートされていません。

選択後、⾃動的に利⽤可能なオンライン薬局が表⽰されます。

なお、Complete	Dynamics	は薬局から独⽴しています。お客さまへのサービスとして、薬局へのダイレクトアクセスを提供
しています。
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フィードバック

皆様のご協⼒とご意⾒をお聞かせください。

Complete	Dynamicsの制作者は、最⾼の品質と操作性、そして商⽤版としての適度な価格設定を実現することに全⼒を注い
でいます。
品質⾯では、ソフトウェア開発において、ゼロ・フォールト・トレランスのアプローチをとっています。プログラムの不具
合は絶対に許されないので、発⾒された場合は最優先で解決します。
ユーザビリティは⾮常に個⼈的な問題なので、より複雑な問題です。私たちと専⾨の評価者グループは、お客様の声を常に
評価しながら、最⾼の使い勝⼿を追求しています。

お客様のご協⼒により、Complete	Dynamicsは常に向上し続けることができます。

フィードバックの⽅法

ご意⾒・ご感想は、弊社ホームページwww.completedynamics.com	、セクションお問い合わせ	からお願いします。
また、support@completedynamics.com、	までメールをお送りください。
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